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別
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弁
書
を
送
付
す
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総
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曽 

根 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
宗
教
法
人
「
靖
国
神
社
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の

1
に
つ
い
て 

靖
国
神
社
は
、
宗
教
法
人
「
靖
国
神
社
」
規
則
第
三
条
に
お
い
て
、
同
神
社
の
「
目
的
」
と
し
て
、
「
本
法
人
は
、

明
治
天
皇
の
宣
ら
せ
給
う
た
「
安
国
」
の
聖
旨
に
基
き
、
国
事
に
殉
ぜ
ら
れ
た
人
々
を
奉
斎
し
、
神
道
の
祭
祀
を

行
ひ
、
そ
の
神
徳
を
ひ
ろ
め
、
本
神
社
を
信
奉
す
る
祭
神
の
遺
族
そ
の
他
の
崇
敬
者
（
以
下
「
崇
敬
者
」
と
い
ふ
）

を
教
化
育
成
し
、
社
会
の
福
祉
に
寄
与
し
そ
の
他
本
神
社
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
業
務
及
び
事
業
を
行
ふ

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

一
の

2
及
び
二
の

1
に
つ
い
て 

今
次
大
戦
の
終
了
に
至
る
ま
で
は
、
靖
国
神
社
は
陸
海
軍
両
省
所
管
の
別
格
官
幣
社
で
あ
り
、
同
神
社
に
対

し
国
費
が
支
出
さ
れ
、
神
官
の
任
免
は
、
国
の
機
関
が
行
つ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
戦
後
、
同
神
社
は
、
所 



三
に
つ
い
て 

一
の

3
に
つ
い
て 

二
の

2
に
つ
い
て 

靖
国
神
社
が
宗
教
性
の
な
い
団
体
と
な
り
、
そ
の
行
う
行
事
、
儀
式
等
が
宗
教
性
の
な
い
も
の
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。 

お
尋
ね
が
、
憲
法
第
二
十
条
第
二
項
の
「
宗
教
上
の
行
為
」
及
び
同
条
第
三
項
の
「
宗
教
的
活
動
」
に
つ
い
て
で

あ
れ
ば
、
従
来
に
お
け
る
国
務
大
臣
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
七
日
及
び
昭
和
五
十

五
年
十
一
月
十
七
日
の
政
府
統
一
見
解
に
述
べ
る
と
お
り
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
参
拝
が
、
こ
れ
ら
と
の 

要
の
手
続
を
経
て
、
昭
和
二
十
一
年
、
宗
教
法
人
と
な
り
、
他
の
宗
教
法
人
と
同
様
、
自
主
的
、
自
律
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
。 

神
道
の
祭
祀
等
を
行
う
神
社
は
、
宗
教
団
体
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
宗
教
法
人
と
な
つ
て
い
る
。 

四 

 



 

五 

関
係
で
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

な
お
、
国
務
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
に
係
る
公
私
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
七

日
の
政
府
統
一
見
解
の
と
お
り
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

「
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
国
務
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
を
巡
る
問
題
に
つ
い

て
、
内
閣
官
房
長
官
が
広
く
各
界
の
識
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
一
定
の
方
針
を
定
め
て
開
催
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

な
お
、
内
閣
官
房
長
官
の
懇
談
会
と
し
た
の
は
、
国
務
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
内
閣
官
房
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
経
緯
等
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




